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議事内審と

審議結果  

1. 東ときわ台小学技説察

・東ときわ台小学技長より艶討議科iこよる学校概略説明。

光風合  5丁目から通学している児叢数について欝鰐があり、現状  5名

が通学していることを確認。また、学校の特色として読書活動にカ

入れている事について、質問及び評価を受けました。読書数が  1 

100冊を趨える児童もいること等が報告されました。

-学校内各教室・授業提察(低学年・中学年・商学年の授業視察)  

2.会議

事務局本日の欠席者報告。竹内委員長辞住について報告。委員長の後

任をどうするかについて出席委員で協議安打い、全員一致

職経験者である山問委員を委員長に  
3校の学校視察を終えて、各委員のご意見等を中心に審議をどお

ぬがいする旨、各義民へ依頼。

内審:各委員より、  
3校とも子どもや婚域の特色を生かした学校づくりがなされて

いる。小さい学校は、地域との連携がより強く麗られ、大きな

学校は、子ども数が多いことを生かし学校運営を活性化する取

組みが見られる ο だから大きな学校でも分割など工夫すること

できめ締かえた取組みを行うことができる。等の意見が出されま

した。

各委員からのご窓見は、以下の境問でまとめられまし  1'-0 

6 授業内容やクラス編成等を考惑した学級規摸について

②地域の歴史や立地条件(通学条件等)も含めた社会性を考

慮、した学校教育内容について

③学校行事等教科外活動を考撤した学校規模につい

@今設予想される地域の児童量数変化を考慮した適正配置につ

いて

@経務的な交毒薬会考書、した適正配置について

以上の項自で、今後さらに審議していくことを確認しました。

局:別紙資料会冗に今後日時及び審磯内容について説明。

次回の日時iこついて、事前の日組調整について案内。

3. 携 



画� i]


豊能町;J、学校適正配置審議会設置要綱

(設置)

第� 1条本町西地区の小学校の適正配置及び適正規模等を検討するため、豊能町小学校適正

配置審議会(以下「審議会」とし、う。)を設置する。

(所掌事務)

第� 2条 審議会は、豊能町教育委員会(以下「教育委員会」とし、う。)からの諮問に応じ、

西地区小学校の適正配置及び適正規模について、調査審議し、提言するものとする。

(組織)

第� 3条審議会は、委員� 13人以内で組織する。� 

2 委員は、次の各号に掲げる者の中から教育委員会が委嘱する。� 

(1) 学識経験者� 

( 2 ) 自治会代表� 

(3) PTA代表� 

(4) 学校長� 

3 委員の任期は、所掌事務に関する調査、審議及び提言が終了するまでとする。ただし、

第2項各号の委員が当該各号に掲げる職を失した場合は、その職を失う。

(委員長及び副委員長)

第4条 審議会に委員長及び副委員長を置き、委員の互選により選出する。� 

2 委員長は、会務を総理し、審議会を代表する。� 

3 副委員長は、委員長を補佐し、委員長に事故あるとき、又は欠けたときはその職を代

理する。

(会議)

第� 5条 審議会の会議(以下「会議」としづ。)は、委員長が招集し、その議長となる。� 

2 会議は、過半数の委員の出席をもって成立する。� 

3 第� 3条第� 2項第� 2号から第� 4号に掲げる委員が会議に出席できないときは、あらかじ

め別に指定する者を代理出席させることができる。� 

4 委員長は、必要があると認めるときは、関係者に対し資料の提出又は会議への出席を

求め、その意見を聴くことができる。� 

5 会議は、公開を原則とし、議事録を開示する。ただし、会議の内容により委員長は、

審議会に諮ったうえ会議の全部又は一部を非公開とすることができる。



(守秘義務)

第 6条委員は、職務上知り得た秘密を漏らしてはならない。その職務を退いた後も、また、

同様とする。

(庶務)

第 7条 審議会の庶務は、教育委員会事務局教育総務課において行う。

(委任)

第 8条 この要綱に定めるもののほか、審議会の運営に関し必要な事項は、会議に諮った

うえ定める。

附則  

1 この要綱は、平成 21年 4月 1日から施行する。 

2 この要綱の施行後最初の会議は、第 5条第 1項の規定にかかわらず、教育委員会教育

長が招集する。
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小学校適正配置審議会

今後のスケジュール(案) 

1 1月 第 4殴審議会(適正配置・適正規模に

ついて意見交換)

答申原案の柱立ての提示

(第 3問・第 4屈の意見を踏まえ、委員長

と事務局により答申原案を調整)

平成 22年 1月 第 5回審議会(答申原案の審議)


平成 22年 2月下旬

第 6閉審議会(答申案の最終決

定)


